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メ
ル
コ
（
ワ
ー
デ
バ
イ

（兵
庫
県
豊
岡
市
）
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三菱電機子会社で過労自殺
労災認定 メルコパワーデバイス豊岡工場

三
菱
電
機
の
子
会
社

の
男
性
社
員
が
、

２
０
１
７
年
末
に
長
時
間
労
働
が
原
因
で

過
労
自
殺
し
、
〈
一
年
１
０
月
に
労
災
認
定

さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

過
労
自
殺
し
た
の
は
、
半
導
体
製
品
を

つ
く
る
三
菱
電
機
の
パ
ワ
ー
デ
バ
イ
ス

製
作
所
（福
岡
市
）
内
に
本
社
を
置
く
子

会
社
、
メ
ル
コ
セ
ミ

コ
ン
ダ
ク
タ

エ
ン

ジ

ニ
ア
リ
ン
グ
の
４
０
代
男
性
社
員
で

す
。

男
性
社
員
は
兵
庫
県
丹
波

市
に
本
社
を
置
く
三
菱
電
機

の
別

の
子
会
社
メ
ル
コ
パ

ワ
ー
デ
バ
イ
ス
に
出
向
後
、

豊
岡
工
場
で
勤
務
。
１
５
年

４
月
か
ら
■
６
年
１
■
月
の

間
に
長
時
間
労
働
に
よ
る
精

神
障
害
を
発
症
。
時
間
外
労

働
が
１
０
０
時
間
を
超
え
た

月
も
ぁ

っ
た
。

豊
岡
工
場
か
ら
三
菱
電
機

パ
ワ
ー
デ
ィ
バ
イ
ス
製
作
所

（福
岡
市
）
内

の
メ
ル
コ
パ

ワ
ー
デ
バ
イ
ス
の
福
岡
事
業

所
に
移

っ
た
後
の
１
７
年
１

２
月
に
自
殺
。
遺
族
側
が
昨

年
７
月
に
但
馬
労
働
基
準
監

督
署

宣
ユ
岡
市
）
に
労
災
申

請
し
、
今
年
１
０
月
４
日
付

で
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

朝
日
新
間
に
よ
る
と
、
男

性
社
員
は
Ｅ
稟
岡
工
場
で
副

課
長
の
職
に
あ

っ
た
。
労
働

時
間
の
規
制
が
緩
い
『
管
理

監
督
者
』
扱

い
で
、
一二
菱
電

機
と
の
業
務
上
の
や
り
取
り

も
あ

っ
た
」
と
い
う
。

自
殺
時
は
福
岡
事
業
所

で
、
実
際
に
働
い
た
時
間
と

は
関
係
な
く
、
あ
ら
か
じ
め

定
め
た
時
間
を
働
い
た
も
と

み
な
す
裁
量
労
働
制
が
適
用

さ
れ
て
い
ま
し
た
。

三
菱
電
機
で
は
１
４
年
か

ら
１
７
年
に
５
人
の
男
性
社

員
が
、
長
時
間
労
働
が
原
因

で
精
神
障
害
や
脳
疾
患
を
発

症
、
う
ち

２
人
が
過
労
自
殺

で
全
員
が
労
災
認
定
さ
れ
て

い
ま
す
。
３
人
は
裁
量
労
働

制
が
適
用
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

三
菱
電
機
は
、
「関
係
会
社

社
員
が
亡
く
な

っ
た
こ
と
を

重
く
受
け
止
め
て
い
る
。
適

正
な
労
務
管
理
の
徹
底
に
取

り
組
ん
で
い
く
」
と

コ
メ
ン

ト
し
て
い
ま
す
が
、
一二
菱
電

機
と
し
て
の
責
任
は
重
大
で

す
。
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じ
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ら し ん ば ん 2019年 12月 (2)

■過 労死 ライ ン

発症前の2～ 6ヵ 月間

にlヵ 月当たり80時間

を超えるか、発症前の

lヵ月に100時間を超え

る残業時間。

長時間労働による過労は命を脅かします !

残業時間の上限を知ろう !

①労働時間の原則:1日 8時間、週40時間です。

②残業時間の原貝1:月 45時間、年360時間 (休日労働は別)です。

③さらに、その事業所で通常予見できない業務量の大幅な増加等に伴い臨時

的に労働させることが必要な場合、年720時間まで (休 日労働別)残業させ

ることができます。 この場合でも、
●残業時間が月45時間を超えてよいのは、 1年のうち6ヵ 月だけです。

●その6ヵ 月のうち複数の月の残業時間の平均が80時間 (休 日労働含む)を

超えてはいけませんc

●lヵ 月の残業時間が100日寺間以上 (休 日労働含む)になってはいけませんc
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色
　
　
三
菱
電
機
で
は
、
長
時
間
労

艦
裡
綱

働
が
原
因
で
労
災
認
定
が
続
出
。

瀕
翻れ鼈
弊
裂
』

八

口
　
を
理
由
に
裁
量
労
働
制
を
廃
止

ロ
ロ
カ
　
し
ま
し
た
。

野
邸

　

残

業

時

間

削

減

に

絆
訟
切
　
　
　
必
要
な
人
員
補
充
を

上
ゴ
不

　

三
菱
電
機
は
「働
き
方
改
革
」

口
走
一　
を
掲
げ
、
１
９
年
度
は
「残
業
時

Ｔ
↑
．
間
月
８
０
時
間
」
超
え
る
社
員

瀬

瞳
ピ

杵

降

師

彰
纂

一Ⅲ
四

え
る
社
員
を
ゼ

ロ
に
す
る
と
し

面
女

　
て
い
ま
す
ｏ

¨
¨
”

は
に
¨
れ
『

彬
け
』
奪
馨
に
ヽ 里

闇
円

上
か
ら
の
押
し

つ
け
だ
け
の
長

隣
吋

時
間
労
働
の
規
制
で
は
社
員
が

一
¨
」

牢
」
¨
暉
わ
「
一
一
砕
欅
秦
刹

隋
世

が
な
く
、
働
き
方
改
革
だ
け
で

カ
バ
ー
す
る
に
は
ム
リ
が
あ

る
」
と
の
声
が
あ
が

っ
て
い
ま

す
。厚

労

省

指

針

を

活

用

し

よ

う

厚
労
省

の
指
針
は
、
「残
業

が
月
４
５
時
間
を
超
え
て
長
く

な
る
ほ
ど
、
業
務
と
脳

。
心
臓

疾
患
と
の
関
連
性
が
徐
々
に
強

ま
る
こ
と
に
留
意
穴
３
条
）
と

明
記
。
「
（時
間
外
労
働
は
）
必

要
最
小
限
に
と
ど
め
ら
れ
る
ベ

き
■

２
条
ヽ
限
度
時
間
に
で

き
る
限
り
近
付
け
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
災
５
条
）
と
し
て
い
ま

す
。
残
業

の
限
度
時
間
を
超
え

る
の
は
、
「臨
時
的
な
特
別
の

事
情
」

の
場
合
に
限
ら
れ
ま

す
。
労
使
協
定
で
具
体
的
理
由

を
定
め
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

「業
務
の
都
合
上
必
要
な
場
合
」

「業
務
上
や
む
を
得
な
い
場
合
」

な
ど
恒
常
的
長
時
間
労
働
を
招

く
規
定

は
認
め
ら
れ
ま
せ
ん

（第
５
条
）
。
こ
う
し
た
場
合
は

業
務
量
に
見
合
う
人
員
増
こ
そ

必
要
で
す
。

管

理

監

督

者

含

む

労
働
時
間

の
把
握
を

管
理
監
督
者
や
裁
量
労
働
適

用
の
労
働
者
な
ど
、
残
業
代
の

支
払
い
圭秦
務
の
有
無
の
違
い
を

問
わ
ず
、
す
べ
て
の
労
働
者
に

つ
い
て
客
観
的
な
方
法
（パ
ソ

コ
ン
・
タ
イ
ム
カ
ー
ド
等
）
で

労
働
時
間
を
記
録
す
る
こ
と
が

法
律
で
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま

す
。記

録
し
な
い
会
社
は
、
い
わ

ゆ
る
ブ
ラ
ッ
ク
企
業
で
す
。

す
べ
て
は
労
働
時
間
の
記
録

か
ら
で
す
。

し
っ
か
り
記
録
し
ま
し
ょ
う
。


